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　上小島自治区の登世島字山本地内に山本遺跡があり

ます。そこからは今から約１万 5000 年前の旧石器時

代後期の遺物が発見されています。旧石器時代とは、

粘土を焼成して煮沸や貯蔵などをするための道具であ

る土器が作られる前の時代になります。

　山本遺跡の発掘調査は、昭和 61 年（1986）、郡山

女子大学によって行われました。その結果、石の刃物

である石刃などの石器のほか、作る時にできたかけら

（破片・剥片）など 325 点の遺物が確認されました。

これらが西会津町で１番古い人類の痕跡となります。

　１万 5000 年前の日本がどのような環境であったか

というと、平均気温が今より５～６℃ほど低い氷河時

代の終わりごろにあたり、まだユーラシア大陸と陸続

地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介地域に伝わる伝説や民話、文化財などを紹介
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きでオオツノジカやナウマンゾウなどの大型生物が生息していました。当時の人類はこのような大

型動物を狩りの対象として、食料や毛皮などを手に入れたと考えられています。やがて気候は温暖

化に向かい、日本列島は大陸から切り離され、大型動物もいなくなり、落葉広葉樹林を中心とした

現在に近い環境になって、１万 2000 年前から縄文時代が始まりました。

　なお、山本遺跡からの出土遺物は、現在、東北大学で保管しています。


